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令和1年11月22日

山本光学株式会社

代表取締役 山本 直之
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 社名 ： 山本光学株式会社

 本社所在地 ： 大阪府東大阪市長堂３－２５－８

 創業 ： 明治４４年

 会社創立 ： 昭和１０年

 資本金 ： ２億３,０８８万円

 従業員数 ： 約２５８名

 支店 ： 東京支店（文京区後楽）

 工場 ： 大阪/兵庫(淡路島)/徳島
 事業内容 ： 産業安全用保護具・スポーツ用各種アイ

ウエア・眼鏡・光学機器等の製造販売
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昭和18年（1943年）頃の社屋
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初代

山本 晴次

2代目

山本 健治

3代目

山本 為信

4代目

山本 直之

創業１９１１年（明治４４年）



「人々の心の豊かな生活文化を

創造し社会に貢献する」

快適創造企業
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事業内容 産業用保護具の製造・販売



事業内容 産業用保護具の製造・販売
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事業内容 産業用保護具の製造・販売
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事業内容 ｺﾞｰｸﾞﾙ･ｻﾝｸﾞﾗｽの製造・販売
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事業内容 ｺﾞｰｸﾞﾙ･ｻﾝｸﾞﾗｽの製造・販売
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事業内容 ｺﾞｰｸﾞﾙ･ｻﾝｸﾞﾗｽの製造・販売
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事業内容 ｺﾞｰｸﾞﾙ･ｻﾝｸﾞﾗｽの製造・販売



事業内容 ｺﾞｰｸﾞﾙ･ｻﾝｸﾞﾗｽの製造・販売
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事業内容 ｺﾞｰｸﾞﾙ･ｻﾝｸﾞﾗｽの製造・販売
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事業内容 光学機器の製造・販売
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事業内容 光学機器の製造・販売
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事業内容 光学機器の製造・販売



安 全
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技術総括保安審議官賞



ユーザーファースト
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現場主義
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デザイン
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製品の安全とデザインの両立を
根底にした製品安全文化の醸成

受賞ポイント①



26

製品の安全とデザインの両立を根底にした製品安全文化の醸成
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製品の安全とデザインの両立を根底にした製品安全文化の醸成

23年連続でグッドデザイン賞を受賞中
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プロアスリート用製品で培った製品安全に関わる
技術を一般消費者用製品へ展開

受賞ポイント②



プロアスリート用製品で培った製品安全に関わる技術を一般消費者用製品へ展開
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独自の試験方法、試験機の開発による
製品の安全の確保

受賞ポイント③
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独自の試験方法、試験機の開発による製品の安全の確保
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独自の試験方法、試験機の開発による製品の安全の確保
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独自の試験方法、試験機の開発による製品の安全の確保
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製品の安全とデザインの両立を根底にした製品
安全文化の醸成

プロアスリート用製品で培った製品安全に関わる
技術を一般消費者用製品へ展開

独自の試験方法、試験機の開発による製品の
安全の確保

③

①

②



パラアスリートファーストの安全性・遮光性「機能」と「デザイン」の両立

【フレーム全周のリブ構造】

ボールの接触における眼球や鼻部の保護

【フレーム正面部装着のポリカーボネートシート】

衝撃時のフレーム変形を防止

【フレームとレンズの一体成形】

完全な遮光性の確保による障害ハンディキャップの公平化
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ゴールボール専用ゴーグル
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実際の競技中の鼻や眼球への接触を想定し、ゴールボール
(毎秒6.2m／重さ1.25kg)の衝撃試験を実施。
ハイスピードカメラによる画像解析により、競技中の球衝突時
の安全性を実証しました。

*実験の結果、他社品はアイシェードと眼球の接触があるが、GB-161は眼球と
の接触がなく、安全性が高いことを確認。

耐衝撃テストの実施



従来にないデザイン性

「視覚障がい＝黒」の概念を覆し、ゴールボールの魅力を伝えるべく、
カラー、デザイン性についても考慮した製品開発を実施

選手ヒアリングを通して、他の競技同様にカラーやデザイン性への要望が多く聞かれたことから、

遮光性を確保しながら、安全性と加飾性が両立できる素材を選定し、

パラアスリートのための明るい色目やオリジナル加飾を実現。
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ご清聴ありがとうございました
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